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【技術分類】２－１－１ メガネのレンズ／材料／ガラス 
【 ＦＩ 】G02C 7/02 
【技術名称】２－１－１－１高屈折率ガラス 
 
【技術内容】 
ガラス素材は、薄くできることや傷がつきにくく黄ばみににくいなどの利点をもつ。表１に示すよ

うに、クラウンと呼ばれる（屈折率 1.523、比重 2.53）の素材に比べて屈折率の高いレンズで 1.7か
ら 1.8 のものを高屈折率ガラスいう。一般に分散率が高く、アッベ数が低いため像の周りに色がつく
ことがある。また多波長で用いる場合の結像位置にずれができるなど色収差が大きい。図１に示す屈

折率と比重の関係から分かるように、ガラスの比重と屈折率はほぼ比例関係にあり、高屈折率レンズ

の使用により、レンズの体積が減っても重量が増す場合もある。最近では、屈折率が高く、比重が 2.99
と低いレンズ用ガラスが用いられるようになった。高屈折率ガラスは硬度が高いため、靭性が低く、

割れやすいため、加工のときに欠けが生じやすい。 
 
【図】 
表 1 屈折率による無機ガラスの分類 

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、56頁、｢表 3 屈折率による無機ガラスの分類｣ 
 
図１ 眼鏡レンズ材料の屈折率と比重 

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、56頁、｢図 7 眼鏡レンズ材料の屈折率と比重｣ 
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出典：「レンズ特性とその選択について」、川村隆之著、視覚の科学 第 25巻 第 2号、2004年 6月、

日本眼光学学会発行、51-56頁 
参考資料：｢8章 眼鏡レンズ｣、所敬著、屈折異常と眼鏡（第 3版）、丸尾敏夫、湖崎克、所敬、西信

元嗣、加藤桂一郎著、1993年 10月 1日、株式会社医学書院発行、90-99頁 
 


	２－１－１　 メガネのレンズ／材料／ガラス
	２－１－１－１　高屈折率ガラス


